





















































































































































































































































































































































































































































































































の 5 店舗が揚げられている。 
・心斎橋筋大宝寺町西北角     十島屋仲七 
・さのや橋筋安堂寺町南入東側   本屋宇八 
・さのや橋筋順慶町北よこ町西側  河内屋虎之助 
・同所              播磨屋幸助 
・内本町御稜筋東         和田清左衛門 











































































































































































































































表 2 『養鼠玉のかけはし』中の挿絵と狂歌 
























































































































                                                 
たことに、当時の大坂における文人たちの活動と交流の一端を見ることが出来る。 
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